
生活実態調査（小学5年生・中学2年生） 資料1-2

問番号 設問項目 設問により把握できること

1 性別

2 学年

3
学校の授業以外で、どのように勉強をしているか

（市：どこで勉強しているか）

4 授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしているか

5 学校の授業がわからないことがあるか

6 いつごろから、授業がわからないことがあるようになったか

8 学校生活（忘れ物、友だちとの関係、行事への参加頻度など）

9 進学希望

10 進学希望とその回答をした理由

11 塾や家庭教師、通信教材を利用しているか

12 塾や家庭教師、通信教材を利用しない理由

7 学校の遅刻や欠席の頻度

13 習いごとをしているか

14 習いごとをしていない理由

15
地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加しているか

（市：部活動に参加しているか）（中学2年・義務教育学校8年生のみ）

16 部活動に参加していない理由（中学2年・義務教育学校8年生のみ）

17 家族との過ごし方（家で家族と何をしているか）

18 週にどのくらい食事をしているか

19 食事をしない理由

20
ふだん(月曜日～金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ているか

（市：ふだんの睡眠時間）

21 自分が中心となってお世話をしている家族がいるか

22 だれのお世話をしているか

23 お世話をしている理由

24 お世話の内容

25 だれと一緒にお世話をしているか

26 いつからお世話をしているか

27 どのくらいの頻度でお世話をしているか

28 平日にどのくらいお世話をしている時間

29 お世話をしていて感じること

30 お世話について周りの人にしてもらいたいこと

31 最近の生活に、どのくらい満足しているか

32 自分の健康状態

33 自分のこと、自分の気持ちなど

34 困っていることや悩んでいることがあるか

35 悩みごとがあるときに相談できると思う人はだれか

36 相談できると思う人に相談したことはあるか

37 相談しない理由

38 相談するとしたらどのような方法か（会う・電話・SNSなど）

39 公共施設・子ども食堂・学習支援の場など、無料で利用できる場所の利用状況と利用希望

40 利用したことで変わったこと（友達ができた、栄養がとれるようになったなど）

41 子どもが意見を表明する権利を知っているか

42 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたいか

43 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたくない理由

44 子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいと思う手段

45 どうすれば子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいか

自由記載 46

悩みごと

意見の表明
・意見を表明する権利の周知度

・孤立の状況

・相談窓口等のニーズ

・子ども食堂や無料の学習支援の場などの居場所の利用ニーズ居場所

・困窮状況と家庭の仕事の負担割合の把握

・学校以外の勉強時間と家族のお世話の時間の関係

・家族との過ごし方や睡眠時間と家族のお世話の時間の関係

生活満足度・心身の状

態
・困窮度による生活満足度の違い

基本事項

ヤング

ケアラー

・困窮度による学習環境・理解度・進学希望の違い

・勉強方法による理解度・進学希望の違い

・学習支援が必要となる時期

勉強・

学校での状況

生活状況

・困窮度による生活状況の違い

・欠食の状況

・遅刻・欠席の状況と家での生活状況の相関関係



生活実態調査（保護者） 資料1-3

問番号 設問項目 設問により把握できること

1 子どもとの関係

2 子どもと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況（市：既婚か未婚か）

3 子どもの親の現在の年齢

4・6 生計を同一にしている家族の構成と人数

5 現在単身赴任中の家族はいるか

7 日本語以外の言語を使用しているか

8 住居の種類（持ち家・賃貸）

9 親が卒業・修了した学校

10 親の就労状況（父・母）

11 働いていない場合、働きたいか（父・母）

12 働いていない最も主な理由（父・母）

13 就業に活かすために取得したい資格はあるか（父・母）

14 子どもが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの

15 子どもが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの

16 子どもの進学希望

17 進学希望の理由

18 教育にかかる費用で負担が大きいと感じるもの

19 進学させるに当たって不安なこと

20 不登校の子どもはいるか

21 不登校の子の状況

22 どのような支援が必要か

23 ふだん子どもとどのように過ごしているか（ゲームをする・テレビを見るなど）

24 子どもとの関わり方（ゲームの時間を決めている、読書をすすめているなど）

25 家庭での問題（子育てや配偶者等に関すること）

26 授業参観やPTA活動への参加

27 食事はどのようなものを食べているか

28 １ヶ月の食費

29 世帯の年収

30 現在の生活状況

31 お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないことがあったか（市：下2つの設問と一緒）

31 お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないことがあったか

31 光熱水費について経済的な理由で未払いになったことがあったか

32 子どもが希望したのに経済的な理由で我慢させたこと

33・34 離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしているか

35 養育費を受け取っていない理由

36 最近の生活に、どのくらい満足しているか

37 家族の健康状態

38 子どもに障がいがあるか

39 この１か月間の自分の気持ち

40 子育てに関して悩みはあるか

41・42 子育てに関して、金銭に関して、重要な事項に関して相談できる人がいるか

43 生活や子育て支援の情報の取得先

44 支援制度をこれまでに利用したことがあるか（就学援助・生保・児扶、病児・ファミサポなども）

自由記載 45

支援制度の

利用状況等

・保護者の現在の就労状況と希望との差

・困窮度による教育・進学見通し等の違い

・教育に関し負担となっていること

・相談方法、支援情報入手方法のニーズ

・支援未利用の状況

・支援制度のニーズ

不登校

基本事項・保護者の状

況

子どもの教育

悩みごとの相談

生活・経済状況

・生活の困窮度

・困窮度による子どもの体験の欠如の状況

・ひとり親世帯で養育費を受け取っていない割合

生活満足度
・困窮度による生活満足度等の違い

・健康状態、障がいの有無による生活満足度の違い



生活実態調査（高校2年生） 資料1-4

問番号 設問項目 設問により把握できること

1 性別

2 通っている高校

4(1) 通学方法

4(2) 通学時間

5 学校の授業がわからないことがあるか

6 いつごろから、授業がわからないことがあるようになったか

7 学校生活（忘れ物、友だちとの関係、行事への参加頻度など）

8 授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をしているか

9 進学希望

10 進学希望とその回答をした理由

11 塾や家庭教師、通信教材を利用しているか・利用しない理由

14 放課後はだれと過ごすか

15 放課後はどこで過ごすか

16 ほっとできる場所

17 休日はだれと過ごすか

3 学校の遅刻や欠席の頻度

12 習いごとをしているか

12 習いごとをしていない理由

13
地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加しているか・参加していない理由

（市：部活動に参加しているか）

18 アルバイトの実施の有無

19（1） 週当たりの勤務日数

19（2） 1日の勤務時間

20 月のアルバイト代

21 アルバイトをする理由

22 家庭の経済状況

23 週にどのくらい食事をしているか

24 食事をしない理由

25
ふだん(月曜日～金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ているか

（市：ふだんの睡眠時間）

26 自分が中心となってお世話をしている家族がいるか

27 だれのお世話をしているか

28 お世話をしている理由

29 お世話の内容

30 だれと一緒にお世話をしているか

31 いつからお世話をしているか

32 どのくらいの頻度でお世話をしているか

33 平日にどのくらいお世話をしている時間

34 お世話をしていて感じること

35 お世話について周りの人にしてもらいたいこと

放課後・休日の過ごし

方
・居場所となっている場所の把握

基本事項

ヤング

ケアラー

・困窮状況と家庭の仕事の負担割合の把握

・学校以外の勉強時間と家族のお世話の時間の関係

・放課後・休日の過ごし方や睡眠時間と家族のお世話の時間の関係

勉強・

学校での状況

・困窮度による学習環境・理解度・進学希望の違い

・勉強方法による理解度・進学希望の違い

・学習支援が必要となる時期

生活状況

・困窮度による生活状況の違い

・遅刻・欠席の状況と家での生活状況の相関関係

・困窮度とアルバイトに勤務日数の相関関係



36 最近の生活に、どのくらい満足しているか

37 自分の健康状態

38 自分のこと、自分の気持ちなど

39 困っていることや悩んでいることがあるか

40 悩みごとがあるときに相談できると思う人はだれか

41 相談できると思う人に相談したことはあるか

42 相談しない理由

43 相談するとしたらどのような方法か（会う・電話・SNSなど）

44 公共施設・子ども食堂・学習支援の場など、無料で利用できる場所の利用状況と利用希望

45 利用したことで変わったこと（友達ができた、栄養がとれるようになったなど）

46 子どもが意見を表明する権利を知っているか

47 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたいか

48 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたくない理由

49 子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいと思う手段

50 どうすれば子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいか

自由記載 51

意見の表明
・意見を表明する権利の周知度

居場所 ・子ども食堂や無料の学習支援の場などの居場所の利用ニーズ

生活満足度・心身の状

態
・困窮度による生活満足度の違い

悩みごと
・孤立の状況

・相談窓口等のニーズ



子ども・若者意識調査（小学4・6年生・中学1年生） 資料1-5

問番号 設問項目 設問により把握できること

1 性別

2 年齢（学年）

３・４ 同居の家族

ふだんの過ごし方 5 自宅にいる時は何をしているか ふだんの過ごし方　　（４）～（６）でヤングケアラーの可能性など

6 学校の授業の理解度

7 授業が分らない時に聞ける人はいるか

8 授業が分らない時に聞ける人はだれか

9 部活動への参加について

10 部活動に参加していない理由

11 放課後に過ごす場所
12 放課後に過ごしたい場所

13・14 ほっとできる場所・居心地の良い場所

15 スマートフォンを持っているか

16 インターネットの利用時間
17 トラブルにあった経験

18 トラブルにあったときだれに相談したか

26 孤独だと感じるか

19 家族や親族とのかかわり

20 学校の友人とのかかわり

21 地域の人とのかかわり

22 ネット上の人とのかかわり

23 幸せだと思うか
24・25 自分自身について（今の状況・考え方・今の自分に満足しているかなど）

27 将来について明るい希望を持っているか

28 進学希望

29 大人になったときにどうなっていると思うか

30 悩んでいることや困っていることはあるか

31 困った時に相談できる人はいるか

32 困った時に相談できる人はだれか

33 相談できる機関を知っているか（教育相談・就労支援機関など）・利用の有無

34 相談できる機関を利用したいか

35 相談できる機関を利用したくない理由

36 相談先に望むこと

37 子どもか意見を表明する権利を知っているか

38 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたいか

39 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたくない理由

40 子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいと思う手段

41 どうすれば子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいか

自由記載 42

基本事項

学校生活 ・授業の理解度、部活動への参加と、家でのふだんの過ごし方との相関関係

居場所
・居場所となっている場所

・居場所のニーズ

インターネット

・ネットトラブルにあった経験を持つ人の割合

・トラブルの種類とその割合

・年代によるトラブルの違い

周囲の人との

かかわり

・周囲の人、地域とのつながり

・年代ごとにどういった人とのつながりが多いか

今の気持ち・悩みごと

・生活状況や周囲の人とのつながりと自己満足度の相関関係

・将来への希望と進学希望の関係

・授業の理解度と進学希望の関係

・年代における悩み

相談窓口について

（中学1年生のみ）

・相談窓口の周知度

・相談しやすい窓口

意見の表明

（小学6年生以上）
・意見を表明する権利の周知度



子ども・若者意識調査（15～29歳） 資料1-6

問番号 設問項目 国 市 設問により把握できること

1 性別 ○ ○

2 年齢 ○ ○

3・4 同居の家族 ○ ○

5 最終学歴 ○ ○

6 進学希望(学生のみ） ○

7 部活動・サークルなどへの参加について ○

8 部活動・サークルなどに参加しない理由 ○

9 世間と比較した経済状況 ○ ○

10 就業状況 ○ ○

11 子どもや若者にとっての居場所はどんなところだと思うか ○

12 ほっとできる場所・居心地の良い場所 ○ ○

13 インターネットの利用時間 ○

14 トラブルにあった経験 ○

15 トラブルにあったときだれに相談したか ○

16 家族や親せきとのかかわり ○ ○

17 学校の友人とのかかわり ○ ○

18 地域の人とのかかわり ○ ○

19 ネット上の人とのかかわり ○ ○

20 職場の人とのかかわり ○ ○

21 既婚・未婚 ○ ○

22 結婚を決めたきっかけ ○

23 配偶者の就業状況 ○

24 未婚・独身の理由 ○

25 結婚したいか ○

26 何歳で結婚したいか ○

27 結婚できる環境を整えるために成田市は何をすればよいと思うか ○

28 子どもの有無・人数 ○

29 理想の子どもの数 ○

30 理想の子どもの数を持てると思うか ○

31 理想の子どもの数を持てそうにないと思う理由 ○

32 子育てにかかる費用で負担に感じること ○

33 幸せだと思うか ○ ○
34 自分自身について（今の状況・考え方・今の自分に満足しているかなど） ○ ○

35 将来について明るい希望を持っているか ○ ○

36 外出の頻度 ○ ○

37 外出の頻度が今の状態になってどのくらい経つか ○ ○

38 外出の頻度が今の状態になったときの年齢 ○

39 外出の頻度が今の状態になった最大の理由（１つ） ○ ○

40 6ヶ月以内に家族以外の人と会話したか ○ ○

41 社会生活や日常生活を円滑に送ることが出来なかった経験 ○ ○

42 社会生活や日常生活を円滑に送ることが出来なかった原因 ○ ○

43 社会生活や日常生活を円滑に送ることが出来なかったことが改善したか ○ ○

44 社会生活や日常生活を円滑に送ることが出来なかったことが改善した理由 ○ ○

45 悩んでいることや困っていることはあるか ○

46 困った時に相談できる人はいるか ○

47 困った時に相談できる人はだれか ○

48 相談できる機関を知っているか（教育相談・就労支援機関など）・利用の有無 ○ ○
49 相談できる機関を利用したいか ○ ○

50 相談できる機関を利用したくない理由 ○

51 相談先に望むこと ○

52 子どもか意見を表明する権利を知っているか ○

53 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたいか ○

54 子どもに関する政策などについて意見を市に伝えたくない理由 ○

55 子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいと思う手段 ○

56 どうすれば子どもに関する政策などについて意見を伝えやすいか ○

自由記載 57 ○ ○

意見の表明
・意見を表明する権利の周知度

今の気持ち・将来への展望

ひきこもり
・年代によるひきこもりの理由の違い

・ひきこもりが改善されたきっかけ

悩みごと ・年代における悩み

・生活状況や周囲の人とのつながりと自己満足度の相関関係

子どもについて

（18歳以上）

・就業・生活状況による子ども（希望）の有無

・子育ての悩み

・子育てに必要な支援

相談窓口について
・相談窓口の周知度

・相談しやすい窓口

インターネット

・インターネットの利用状況

・ネットトラブルにあった経験を持つ人の割合

・年代によるトラブルの違いとその割合

周囲の人との

かかわり

・周囲の人、地域とのつながり

・年代ごとにどういった人とのつながりが多いか

結婚（18歳以上）
・就業・生活状況による結婚（希望）の有無

・結婚するために必要だと考える環境

基本事項

ふだんの生活・学校生活

について

・最終学歴・就業による生活状況の違い

・若者の非正規労働者の占める割合

居場所
・居場所となっている場所

・居場所のニーズ



資料1-7

問番号 設問項目

1 宛て名の子どもの生年月日

2 調査票の回答者と宛名の子との関係

3 回答者の配偶関係

4 家族構成

5 子育て（教育を含む）をおもに行っている人

6 住んでいる地区

7 保護者の現在の働き方

8 フルタイムへの転換希望

9 就労したいという希望

10 定期的な教育・保育サービスの利用について

11 平日、幼稚園や保育所などを利用しているか

12 どのくらい利用しているか（現状と希望）
13 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用している理由

14 利用していない理由

15 利用の有無にかかわらず、平日に幼稚園や保育所など、定期的に利用したいサービス

16 利用を希望している幼稚園や保育所がある地区はどこか

17 保育園や預かりの希望があるが、幼稚園を希望するか

18 誰でも通園制度の利用希望

19 土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育サービスの利用希望

20 毎週ではなく、月に数日利用したい理由

21 夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の保育・子育てサービスの利用を希望

22 毎週ではなく、月に数日利用したい理由

23 地域子育て支援拠点事業等の利用について（なかよしひろば・保育園開放など）

24 今後の利用、利用日数の増加希望

25 これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思う子育て支援サービス

26 お子さんの病気の際の対応について

27 保育・子育てサービスが利用できなかった場合に、この１年間の対処方法とそれぞれの日数

28 できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したかったか

29 できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたかったか

30 私用、親の通院、不定期な就労等の目的で不定期な教育・保育サービスや宿泊を伴う一時預かり等の利用の有無と日数

31 上記を利用していない理由

32 私用、親の通院、不定期な就労等の目的で、年間何日くらいサービスを利用する必要があるか

33 冠婚葬祭、育児疲れや育児不安、病気などにより、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思うか

34・35 将来、小学校に就学する際の放課後の過ごし方の希望

36 平日の放課後、土曜日、日曜日、祝日、夏休み等の長期休暇期間中について、児童ホームの利用希望

37 父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか

38 育児休業取得後、職場に復帰したか

39 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミング

40 子どもが何歳何か月のときまで取得したか

41 希望の時期に職場復帰しなかった理由

42 育児休業は、子どもが何歳何か月のときまで取得する予定か

43 世帯全体のおおよその年間収入

44 現在の暮らしの状況

45 経済的な理由で、生活費の未払いなどがあったか

46 子どもが希望したのに経済的な理由で我慢させたこと

なかよしひろば・保育園開放な

どの利用

病気の際の対応

基本事項

保護者の就労

土日の定期的な教育・保育

サービス

平日の定期的な教育・保育

サービス

子育て支援ニーズ調査（未就学児）

不定期な教育・保育サービス、

宿泊を伴う預かりなどの利用

小学校に就学する際の放課後

の過ごし方

育休取得

経済状況



47 子育てに関して不安感や負担感を感じているか

48 子育てに関して、日ごろ悩んでいること

49 子育てに関する悩みや不安がある場合に相談する人

50 子育てに関する情報についての情報の取得先

51 子育てをしながら仕事を行う上での課題

52 福祉・保健サービスを利用したことはあるか

53 どのような子育て支援の充実を図ってほしいか
54 住んでいる地域における子育ての環境や支援への満足度

自由記載 55

子育て全般



子育て支援ニーズ調査（就学児） 資料1-8

問番号 設問項目

1 宛て名の子どもの生年月日

2 調査票の回答者と宛名の子との関係

3 回答者の配偶関係

4 家族構成

5 子育て（教育を含む）をおもに行っている人

6 住んでいる地区

7 保護者の現在の働き方

8 フルタイムへの転換希望

9 就労したいという希望

10 お子さんの病気の際の対応について

11 保育・子育てサービスが利用できなかった場合に、この１年間の対処方法とそれぞれの日数

12 できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したかったか

13 できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもをみたかったか

14 私用、親の通院、不定期な就労等の目的で不定期な教育・保育サービスや宿泊を伴う一時預かり等の利用の有無と日数

15 上記を利用していない理由

16 私用、親の通院、不定期な就労等の目的で、年間何日くらいサービスを利用する必要があるか

17 冠婚葬祭、育児疲れや育児不安、病気などにより、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思うか

18・19 放課後の過ごし方の希望

20 平日の放課後、土曜日、日曜日、祝日、夏休み等の長期休暇期間中について、児童ホームの利用希望

21 世帯全体のおおよその年間収入

22 現在の暮らしの状況

23 経済的な理由で、生活費の未払いなどがあったか

24 子どもが希望したのに経済的な理由で我慢させたこと

25 こどもの権利を知っているか

26 こどもの権利について考えることはあるか

27 こどもの権利が知られていないと感じることはあるか

28 こどもの権利が守られるためにどのような仕組みがあるとよいか

29 不登校の子どもはいるか

30 不登校の子の状況

31 どのような支援が必要か

32 子育てに関して不安感や負担感を感じているか

33 子育てに関して、日ごろ悩んでいること

34 子育てに関する悩みや不安がある場合に相談する人

35 子育てに関する情報についての情報の取得先

36 子育てをしながら仕事を行う上での課題

37 どのような子育て支援の充実を図ってほしいか
38 住んでいる地域における子育ての環境や支援への満足度

自由記載 39

子育て全般

こどもの権利

不登校

基本事項

保護者の就労

病気の際の対応

不定期な教育・保育サービス、

宿泊を伴う預かりなどの利用

放課後の過ごし方

経済状況


